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世界冬の都市市長会
冬の都市環境問題小委員会

活動報告

日時：２０１０年１月２１日（木）

場所：スイソテル・タリン



2

小委員会設立の背景

第12回世界冬の都市市長会議での協議

長春宣言

冬の都市環境問題小委員会の設立

・「冬季における環境問題」をテーマに協議
（中国・長春、２００６年）

・冬の都市が環境に配慮した取り組みに鋭意
努力していく決意を示した

・冬の都市における環境問題の取り組み事例を
より詳細に調査することが目的
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環境問題について共通認識
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・共通キャンペーンの実施
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中間活動報告について

第１３回世界冬の都市市長会議にて報告

日時：２００８年１月２０日（日）

場所：グリーンランド・ヌーク
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中間活動報告までの活動

2006年6月実施 回答16都市

調査テーマ：環境問題への意識や課題等の基礎
的事項の調査

第１回アンケート調査

第１回小委員会会議

2006年7月26日 グリーンランド・ヌーク市で開催

議題：（１）第１回アンケート調査の結果説明

（２）今後の小委員会の運営方法

（３）会員都市からの事例紹介

第２回アンケート調査

2007年6月実施 回答８都市

調査テーマ：地球温暖化対策の状況調査

第２回小委員会会議

2007年7月26日 日本・札幌市で開催

議題：（１）第１３回世界冬の都市市長会議での
中間報告に向けて

（２）第２回アンケート調査の結果説明

（３）会員都市からの事例紹介
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地球環境問題に係る会員都市の現状
（２回のアンケート調査と協議内容から）

①都市の規模や地域性などにかかわらず、大気汚染・ごみ問
題・地球温暖化対策などの環境問題は共通の課題となって
いる。

②異常気象に対する認識が高いことや、啓発活動を実施して
いる割合が多いことなどから、地球温暖化問題は自治体レ
ベルでも確実に問題意識が広がっていると言える。

③回答都市の多くで、地球温暖化対策推進に係る計画を策定
していることから、自治体レベルにおける計画的な対策の実
施が進んでいることがわかった。
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中間報告後の新たな取組

・市民啓発事例の研究

・地球温暖化以外の環境問題についても更なる

情報共有を行う。

○環境問題について情報共有を進める

○共通で取り組める地球温暖化対策の検討と実行

・ホームページの活用

・小委員会での意見交換
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「共通で取組める市民啓発」と「温暖化対策
以外の環境問題」に関する調査について

（第３回アンケート調査から）

実施日時：２００８年６月

回答都市：９カ国１２都市
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調査内容と回答

設問１：地球環境問題に係る市民啓発のための規範又は憲章の有無

設問２：市民に対する啓発事例、民間企業、市民団体との連携事例

設問３：共通キャンペーンの実施可能性及び希望

設問４：大気汚染や騒音・水質汚濁対策の取組事例

多くの都市が策定または策定を予定している。

地域により様々な取組が行われている。

節電キャンペーンの実施の可能性が高い結果となった。

温暖化対策として位置づけられる事例もあった
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共通キャンペーンについて
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共通キャンペーンの実施概要①

第１回共通キャンペーン

●目的

市民の環境問題への意識の向上を図る

●実施期間

2009年2月１日～28日（１ヶ月間）

●参加都市（報告があった都市）

７都市 （ヌーク、マールドゥ、ハルビン、チチハル、太白、華川、札幌）

●取組方法

各会員都市が広報誌、ポスター、チラシ等を通じて市民に対して節電を呼びか
けた。併せて、節電等に関するアンケートを実施した。
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第１回共通キャンペーンの実施内容①

・共通ポスター

・会員都市がそれぞれの
母国語で印刷

・公共施設等に掲示
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第１回共通キャンペーンの実施内容②

・アンケート付きチラシ
の配布
・「さっぽろ雪まつり」会
場内においてのブー
ス設置
・アンケート回答
４千人

～華川郡の取組状況～ ～札幌市の取組状況～
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共通キャンペーンの実施概要②

第２回共通キャンペーン

●目的

環境意識の更なる向上と会員相互の連携強化

●実施期間

2009年11月１日～各都市が定める日まで

●参加都市（報告があった都市）

６都市 （青森、長春、ハルビン、華川、札幌、瀋陽）

●取組方法

「地球環境を守ろう」をテーマとした共通ポスターを、各都市の市有施設等に掲
示し、市民への啓発を行った。
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第２回共通キャンペーンの実施内容①

文字あり 文字なし
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第２回共通キャンペーンの実施内容②

ハルビン市（中国）

市内小学校

市役所

瀋陽市（中国）

瀋陽市図書館

遼寧大学
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第２回共通キャンペーンの実施内容③

長春市（中国）

市役所

オフィス内

華川郡（韓国）
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第２回共通キャンペーンの実施内容④

地下鉄駅掲示板
２４ヶ所に掲示

札幌市（日本）

市内高校

青森市（日本）
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第１３回世界冬の都市市長会議における
「ヌーク宣言」の採択

○冬の都市が最大限の英知を結集して温暖化問
題に取組むことを宣言

○４項目の取組項目と進展状況の確認を併記
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ヌーク宣言に基づく取組の進展状況を
確認

実施日時：２００９年１０月

回答都市：６カ国１０都市
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ヌーク宣言に基づく環境問題への取組状況調査

１．先進会員都市の事例を参考に、会員都市では、二酸化炭素等の温室効果
ガスの削減目標を設定するなど、温暖化対策の計画策定に努めること。

○実施済み：８都市 （青森、札幌、トロムソ、ノボシビルスク、ジャムス、太
白、長春、瀋陽）

○予定がある：２都市 （ウランバートル、マールドゥ）

○予定がない：０都市
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ヌーク宣言に基づく環境問題への取組状況調査

２．冬の都市政府が自ら率先して省エネルギー運動・環境保全行動を展開し、
地域住民の取組を促す役割を積極的に果たすこと。

○実施済み：10都市

○予定がある：０都市

○予定がない：０都市
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ヌーク宣言に基づく環境問題への取組状況調査

３．化石燃料からの脱却を図るため、バイオマスや自然エネルギーなどの再
生可能なエネルギーの使用を積極的に進めること。

○実施済み：６都市 （ウランバートル、札幌、ジャムス、太白、長春、瀋陽）

○予定がある：４都市 （青森、トロムソ、ノボシビルスク、マールドゥ）

○予定がない：０都市
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ヌーク宣言に基づく環境問題への取組状況調査

４．世界冬の都市市長会の各会員都市は近隣の冬の都市に温暖化問題の
重要性を啓発し、これを通じて地球環境問題に対する冬の都市のネット
ワークの拡大に努めること。

○実施済み：７都市 （ウランバートル、札幌、トロムソ、ノボシビルスク、
マールドゥ、太白、瀋陽）

○予定がある：１都市 （長春）

○予定がない：２都市 （青森、ジャムス）



25

その他の環境問題への取組状況調査

ヌーク宣言の４項目以外で、環境に関する取組を行っている。

○実施済み：５都市 （札幌、ノボシビルスク、ジャムス、太白、瀋陽）

○予定がある：４都市 （ウランバートル、トロムソ、マールドゥ、長春）

○予定がない：１都市 （青森）
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冬の都市環境問題小委員会からの提言
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冬の都市環境問題小委員会からの提言内容
４年間の活動の成果

＊冬の都市における環境行動指針＊

自然の恵である水とみどりを守り、育てます。
資源を無駄なく使い、ごみを減らします。
化石燃料からの脱却を図り、再生可能エネルギーの利用を進めます。
省エネルギー機器の利用を進めます。
自家用車の利用を減らし、環境にやさしい街づくりを進めます。
環境教育により市民の環境意識を高め、市民による取組を促進します。

調査結果 先進的な取組事例 共通キャンペーン

冬の都市が共通して取組める環境問題への対応

行動を継続
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